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          福島日紅 株式会社

カナ フクシマニッコウカブシキガイシャ スズキ　マサハル
役職 代表取締役社長

企業名 福島日紅株式会社 鈴木　正晴

令和3年8月現在

平成２２年　 ９月　福島支店を福島市平野から福島市岡島へ移転

令和　３年　　６月　福島支店閉鎖

　全国サンアグログループ企業関連事業会社の一翼を担い、農業関連商材の卸商社として地域農業の皆さまをサポートする企業です。

　　　　　　　　　「安全性」と「環境問題」、そして適正に使用するための技術情報及び指導を心掛けたビジネスを展開しております。

　　　　　　　　　貢献できます。

平成２４年　  9月　本社を会津若松市神指町から福島県大沼郡会津美里町へ移転

令和　２年　１２月　喜多方営業所を本社へ統合

沿　革

主に会津地区のお米を集荷し全国の消費者へお届けしております。

事業概要

平成１０年１１月　田島営業所を田島町今生から田島町枇杷影に移転

平成１１年　 ３月　岩代産業社の倒産により株式会社アベツが事業継承し、福島市平野に福島支店を開設

平成１２年　 ９月　本社を会津若松市白虎町から会津若松市神指町へ移転

皆様方に親会社の全国ネットワークを活かした情報を提供し、バックアップをさせて頂きます。肥料をはじめ農薬・農業資材等の生産資材をご提供すると共に、

平成　 ８年　 ３月　旧阿部津商事（株)の任意整理につき、日産丸紅(現サンアグロ)が商権を継承会津若松市白虎町に株式会社アベツを設立

　当社は、地域の農業に密着し、生産者の良きアドバイザーとして営業展開しています。

平成１３年　 ４月　福島日紅株式会社へ商号変更

平成１５年　 ９月　喜多方営業所開設

　〇農業資材　／　ポリ・ビニール・マルチなど主力メーカーの商材を取扱っております。またハウス部品及びハウスの設計・施工まで幅広く承っております。

　〇米穀　／　生産者の方々が丹精こめて栽培された会津産コシヒカリ・ひとめぼれを集荷をし、首都圏を中心に全国の消費者のもとへお届けしております。

　〇肥料　／　サンアグロ（株）が生産する高度化成はもとより、有機質肥料・普通肥料、速効性肥料から緩効性肥料、液状肥料、土壌改良資材、

　　　　　　　　　培土に至るまで、メーカー各社で生産される商品を多岐にわたり取扱いをしており、環境にやさしく、より省力的に、より高品質な農作物の収穫に

　〇農薬　／　主力メーカー各社との信頼関係を基に、水稲・果樹・園芸に至る除草剤・殺虫剤・殺菌剤・展着剤などの優良商品をお届けしております。

自社PR
　　２．豊富な取扱い商材（農業関連商材の専門商社として多種多様な関係資材を販売しています。）

主な取引先 　㈱いしかわライス／福島県米穀肥料共同組合／㈱神明／その他肥料販売店　ほか

　　４．新しい農業への挑戦!!（関係取引メーカーと共に生き残る農業へ確立を考えています。）

　　３．多種多様な情報の取扱い（幅広い販売網と販売品目の取扱いにより、より多くの情報を得ることで営業展開を図っています。）

　【当社の魅力】

　　１．幅広い販売先（県内の農業関係団体、肥料販売店から生産者まで幅広く営業活動を展開しています。）

はたらく先輩からのメッセージ

　営業　滝沢 英一郎（入社7年）

　 私は、営業の仕事をしてます。　仕事を通じ、農家さんや農家さんが育てた米や、野菜、果樹を食べている消費者のお役に立てていると感じたときに

　とてもやりがいを感じます。この仕事をしていて本当に良かったと思います。

　職場は、何か問題がある場合には先輩が経験から得られた知識を教えてくれたり、みんなで話し合ったりと情報交換が出来るとてもオープンな職場です。

代表者メッセージ

　 当社は、資材供給を通して高品質な農産物生産技術を提案し、顧客の収益アップに貢献すると共に、地域オンリーワンの農業関連資材専門商社として

　農産物流通を核に地域農業の発展に寄与し、全農業者の為のソリューションカンパニーを目指しています。

　実は農業という産業は、極めて先進的な技術が高度に集約された業種です。経験的に積上げられ継承されて来た優れた技術と、その技術をマニュアル化しITを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　　鈴木　正晴

　駆使して効率化・省力化を実現する、そんな日本農業の将来をサポートしてみたいという若い方々と共に仕事をして行きたいと思っています。


